広島市大学等学生支援推進補助金
様式第７号（補助金交付要綱第１３条関係）

事　業　実　施　報　告　書

●必要に応じて記載欄を拡大縮小してください。また、図面、イラスト、写真、見積書等事業内容の参考となるものがあれば添付してください（ただし、提出される書類は、Ａ４判（両面使用も可）に統一してください。）。
	１　大学名
	〇〇法人〇〇大学

	２　学生支援策の名称
	資格取得・キャリアアップ支援

	３　学生支援の区分
	□生活支援■修学支援■キャリア形成支援■地域活動参加促進□その他

	４　事業の内容
	（事業概要）
補助事業計画書（様式第２号）に基づき、学生の資格取得支援とキャリア形成を推進するとともに、取得した資格を活用した地域活動、地元企業との接点創出を目的として事業を実施した。
資格取得支援（費用補助）、地元企業との連携キャリアイベント、資格活用型地域活動への参加マッチングの３本柱で構成し、学生のキャリア形成の促進、地域活動への参画促進、広島で働く意欲の醸成及び学生生活の充実・安定を図った。
【実施内容】
１　資格取得支援（6,000円以内の費用助成）
対象：ITパスポート、MOS、基本情報技術者、簿記、FP、TOEIC／英検等
補助対象：受験料、教材費、オンライン講座受講料など
〔実施結果〕
・受験料補助：18名
・教材費補助：12名
・オンライン講座受講料補助：20名
２　地元企業との連携キャリアイベント
・資格取得者向け企業説明会
　実施企業：〇〇ITソリューション㈱（参加学生38名）
〇〇商事㈱（参加学生29名）
・キャリア相談会
　実施企業：〇〇ITソリューション㈱（参加学生24名）
〇〇商事㈱（参加学生22名）
△△保険（参加学生18名）
・資格分野に応じたインターンシップ（IT／観光／サービス業）
　実施企業：〇〇ITソリューション㈱（参加学生20名）
〇〇観光（参加学生25名）
〇〇化粧品（参加学生10名）
３　資格活用型地域活動への参加マッチング
・商店街や地域団体のITサポート（SNS発信、PC相談会）
　商店街デジタル支援（SNS発信／HP更新／LINE活用支援）を実施
参加学生18名／支援店舗12店
・小中学生への学習支援
　　学習支援ボランティア（英語・数学）を実施
参加学生15名／延べ参加児童96名
・地域イベントでの広報・運営補助
　　高齢者スマホ講座補助
参加学生10名／受講者75名
※　いずれの活動も地域団体（〇〇商店街振興組合、NPO〇〇等）と連携して実施
４　成果報告会（大学×地域×企業）
　開催日：令和〇年1２月２０日
出席者：大学職員、企業担当者、地域団体、学生
・学生の資格取得内容・地域活動の成果を発表
・地域からは「継続実施を希望」との声多数。改善要望も有り
・成果を踏まえ、三者評価を行った上で、次年度の連携に向けて忌たんのない意見交換を実施

	５　事業の効果
	本事業の成果については、様式第２号で示した
「①資格取得状況、②事前・事後アンケート、③地域団体・企業ヒアリング、④成果報告会での三者評価」
に基づき検証を行った。結果は以下のとおりである。
①　資格取得状況（定量的成果）
資格受験者：50名
合格者：36名（合格率 72%）
→ 学生の学修意欲向上とキャリア形成の進展が確認された。
②　事前・事後アンケート結果（意識変化）
自己効力感が向上した学生：72％
キャリア意識が向上した学生：78％
「広島で働きたい」意欲上昇：＋18ポイント
経済負担の軽減を感じた学生：92％
→ 自己評価面、キャリア面、地域定着意欲、経済的負担面にポジティブな変容が見られた。
③　地域団体・企業ヒアリング（外部評価）
商店街支援ではSNS発信強化により7店舗で来店増
学習支援・スマホ講座ともに地域満足度は90％超
企業からは「採用につながる接点として有効」と評価
→ 地域課題の改善に学生の活動が実際に寄与しているとの評価が得られた。
④　成果報告会での三者評価
学生・企業・地域団体の三者評価により、学生の実践力・コミュニケーション力の成長及び広島への定着可能性の向上が共有
地域団体・企業からは「継続希望」「連携拡大希望」の声が多数
→ 事業の継続的発展性が外部からも確認された。

【総合評価】
定量・定性の両面から、本事業は、自己効力感、キャリア意識、地域定着意欲、経済負担の軽減感のいずれにも効果が確認された。
検証結果は次年度のプログラム改善（資格支援分野の拡大、地域活動の追加、連携企業の増加等）に活用でき、持続的な発展が可能であることが明確となった。



